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中
止
と
し
た
事
業

●
寿
地
区
駅
伝
大
会
・
球
技
大
会

　

住
民
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

12
町
会
対
抗
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
実
施

●
体
育
委
員
会
主
催

　
「
春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
」

　

体
育
委
員
長
を
講
師
に
、
健

康
増
進
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

当
面
の
間
中
止
と
し
た
事
業

●
子
育
て
支
援
１
９
２
サ
ロ
ン

　

寿
地
区
を
中
心
に
子
育
て
中

の
親
子
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
講
座
を
実
施

●
ご
近
所
大
学

　

健
康
増
進
や
認
知
症
予
防
に

つ
い
て
、
実
際
に
身
体
を
動
か
し

な
が
ら
講
師
か
ら
教
わ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　

次
の
と
お
り
、
感
染
拡
大
防

止
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
館
内
の
消
毒
作
業
及
び

　

消
毒
液
の
設
置

　

来
館
し
た
方
に
手
指
の
消
毒

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
消
毒

液
を
玄
関
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

窓
口
は
職
員
が
消
毒
液
を
使
っ

て
、
毎

日
消
毒

作
業
を

し
て
い

ま
す
。

●
正
し
い
手
洗
い
の
周
知

　

公
民
館
内
の
手
洗
い
場
に
正

し
い
手
の
洗
い
方
が
掲
載
さ
れ

た
チ
ラ
シ
（
国
立
感
染
症
研
究

所
作
製
）
を
貼
り
、
感
染
予
防

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

●
公
民
館
来
館
者
の
記
録

　

公
民
館
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
が
万
が
一
発
生

し
た
際
、
濃
厚
接
触
者
の
確
認

の
た
め
事
務
所
内
に
お
越
し
い

た
だ
い
た
方
の
名
前
を
記
録
し

て
い
ま
す
。

●
貸
館
の
再
開

　

４
月
か
ら
市
民
（
団
体
）、
公

民
館
登
録
サ
ー
ク
ル
へ
の
貸
館

を
当
面
の
間
中
止
し
て
い
ま
し

た
が
5
月
22
日
か
ら
貸
館
を
再

開
し
ま
し
た
。

●
講
座
及
び
会
議
等
の
自
粛

　

公
民
館
講
座
の
中
止
、
地
区

に
関
わ
る
会
議
等
は
中
止
を
検

討
し
た
り
、
開
催
す
る
場
合
は

出
席
者
の
限
定
や
開
催
時
間
の

短
縮
を
図
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

世帯数

人　口

6,006戸

14,054人

（令和2.5.1現在）

寿
公
民
館
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　

現
在
、全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

寿
地
区
で
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る
次
の
事
業
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い

た
だ
い
て
い
た
皆
様
に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
寿
公
民
館
】

コールセンターの設置
　松本市では、新型コロナウイルスに関する市民からの総
合相談窓口となる「新型コロナウイルス感染症総合相談
窓口コールセンター」を４月24日から開設しました。

　新型コロナウイルスの終息はまだ見通しがたっていませ
ん。今後も一人ひとりの意識と行動が重要となりますので、
市民一丸となって乗り越えましょう。

―ご相談の際は―
［コールセンター］☎0263-34-３２８３

(土・日・祝日含めて当面の間午前９時～午後５時）

令
和
２
年
度
寿
公
民
館
関
係
役
員
・
職
員
紹
介

公
民
館
運
営
委
員

委
員
長　
　

百
瀬　

泰
雄

　
　
　
　
（
町
会
連
合
会
長
・
百
瀬
町
会
長
）

副
委
員
長　

手
塚　

文
雄

　
　
　
　
（
町
内
公
民
館
長
会
会
長
・
赤
木
公
民
館
長
）

会
計　
　
　

鈴
木　

喜
朗

　
　
　
　
（
町
会
連
合
会
会
計
・
下
瀬
黒
町
会
長
）

委
員

　

古
屋　

賢
司（
赤
木
町
会
長
）

　

百
瀬　

俊
元（
小
池
町
会
長
）

　

百
瀬　

記
行（
白
川
町
会
長
）

　

須
山　

保　
（
白
姫
町
会
長
）

　

諏
訪　

隆
夫（
上
瀬
黒
町
会
長
）

　

河
西　

邦
雄（
竹
渕
町
会
長
）

　

朝
比
奈
忠
男（
豊
町
町
会
長
）

　

林　
　

純
一（
寿
田
町
町
会
長
）

　

鈴
木　

茂
雄（
竹
原
町
町
会
長
）

　

飯
森　

克
人（
寿
田
川
町
会
長
）

　

橋
渡　

洋
一（
小
池
公
民
館
長
）

　

野
尻
健
次
郎（
百
瀬
公
民
館
長
）

　

横
山
廣
太
郎（
白
川
公
民
館
長
）

　

古
畑　

準
一（
白
姫
公
民
館
長
）

　

大
和　

訓
人（
上
瀬
黒
公
民
館
長
）

　

宮
澤　

茂　
（
下
瀬
黒
公
民
館
長
）

　

原
口　

正
一（
竹
渕
公
民
館
長
）

　

根
本　

富
雄（
豊
町
公
民
館
長
）

　

若
林　

好
生（
寿
田
町
公
民
館
長
）

　

縣　
　

房
弘（
竹
原
町
公
民
館
長
）

　

野
田　

精
一（
寿
田
川
公
民
館
長
）

　

塩
原　

正
壽（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
）

　

百
瀬　

千
春（
主
任
児
童
委
員
）

　

曽
根
原
紀
子（
主
任
児
童
委
員
）

　

清
水　

壽
雄（
館
報
編
集
委
員
長
）

　

林　
　

啓　
（
体
育
委
員
長
）

　

未
定　
　
　
（
図
書
委
員
長
）

　
　

　

林　
　

忠
良（
視
聴
覚
委
員
長
）

　

三
村　

秀
高（
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
会
長
）

　

中
山　

自
子（
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
長
）

　

鈴
木　

吉
男（
寿
体
育
協
会
理
事
長
）

　

北
嶋　

拓
也（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

清
水　

健
志（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　

濵　
　

千
春（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　

神
谷
信
一
郎（
筑
摩
野
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
）

　

佐
藤
奈
々
子（
並
柳
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
）

　

山
内　

恵
美（
開
成
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
）

　

山
下　

治
夫（
寿
子
ど
も
会
育
成
会
会
長
）

　

御
子
柴　

宏（
寿
史
談
会
会
長
）

　

古
屋　

源
秀（
交
通
安
全
協
会
寿
支
部
長
）

　

上
條　

計　
（
消
防
一
六
分
団
長
）

　

半
藤　

謙
吾（
村
井
・
寿
交
番
署
長
）

　
館
報
編
集
委
員

　

青
木
敬
次
郎（
赤
木
町
会
）

　

清
水　

壽
雄（
小
池
町
会
）

　

中
原　

貢　
（
百
瀬
町
会
）

　

松
澤　

憲
一（
白
川
町
会
）

　

須
山　

浩
二（
白
姫
町
会
）

　

宮
川　

知
也（
上
瀬
黒
町
会
）

　

遠
藤　

勝
弘（
下
瀬
黒
町
会
）

　

上
平　

貴
明（
竹
渕
町
会
）

　

岡
村　

次
子（
豊
町
町
会
）

　

久
保
田
幸
康（
寿
田
町
町
会
）

　

浜　
　

清
美（
竹
原
町
町
会
）

　

桜
井　

誠
二（
寿
田
川
町
会
）　

　
寿
公
民
館

　

公
民
館
長　
　
　

百
瀬　

康
雄

　

公
民
館
長
補
佐　

百
瀬　

靖
恵

　

寿
公
民
館
主
事　

永
春　

美
香
子

　

生
活
支
援
員　
　

古
條　

愛

　

嘱
託　
　
　
　
　

丸
山　

安
代
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竹
原
町
町
会
は
１
０
０
世
帯
弱

の
小
さ
な
町
会
で
す
。
こ
の
町
会

で
育
ち
、
幼
い
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

に
打
ち
込
む
２
人
の
高
校
生
を
紹

介
し
ま
す
。

　

共
に
松
本
国
際
高
等
学
校
２
年

生
の
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
所
属
の
清

野
莉
夢
さ
ん
と
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
所
属
の
浜
夢
莉
さ
ん
で
す
。

２
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ・
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す

　
か
。

Ａ・
清
野
さ
ん

小
学
２
年
生
の
時
に
周
り
の
友

達
が
始
め
た
か
ら
で
す
。

Ａ・
浜
さ
ん

小
学
２
年
生
の
時
に
学
校
で
ミ
ニ

バ
レ
ー
の
募
集
の
チ
ラ
シ
を
も
ら

い
興
味
を
も
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ・
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ・
清
野
さ
ん

「
必
死
さ
」
で
す
。サ
ッ
カ
ー
は

１
点
が
す

ご
く
大
き

な
数
字
で

す
。点
を
取

り
に
行
く

時
は
必
死

に
取
り
に

行
き
、守
り

も
取
ら
れ

な
い
よ
う

必
死
に
守
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。そ
う
い
う
必
死
さ
が

観
て
い
る
人
を
熱
く
し
て
く
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Ａ・
浜
さ
ん

仲
間
と
協
力
し
あ
い
な
が
ら
一

つ
の
ボ
ー
ル
を
繋
ぐ
こ
と
で
す
。

Ｑ・
日
頃
ど
ん
な
練
習
を
し
て
い

　
ま
す
か
。

Ａ・
清
野
さ
ん

基
礎
練
習
を
よ
く
し
て
い
ま
す
。

Ａ・
浜
さ
ん

試
合
に
近
い
練
習
や
一
人
ひ
と

り
の
技
術
向
上
の
た
め
の
課
題

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ・
得
意
な
プ
レ
ー
は
何
で
す
か
。

Ａ・
清
野
さ
ん

体
力
が
あ
る
方
な
の
で
多
く

ボ
ー
ル
に
関
わ
り
、
チ
ャ
ン
ス

を
作
り
ボ
ー
ル
を
仲
間
に
供
給

す
る
こ
と
で
す
。

Ａ・
浜
さ
ん

得
意
と
い
え
る
ほ
ど
の
プ
レ
ー

は
未
だ
に
無
い
で
す
。

Ｑ・
心
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー

　
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ・
清
野
さ
ん

去
年
の
７
月
に
骨
折
を
し
た
こ

と
で
す
。

Ａ・
浜
さ
ん

中
学
生
の
時
は
キ
ャ
プ
テ
ン
で

し
た
。
最
後
の
最
後
ま
で
皆
が

私
に
つ
い
て
き
て
く
れ
た
こ
と

で
す
。

Ｑ・
憧
れ
の
選
手
は
い
ま
す
か
。

Ａ・
清
野
さ
ん

パ
ウ
ロ
・
デ
ィ
バ
ラ
選
手
で
す
。

彼
は
15
歳
の
時
に
父
を
亡
く
し
プ

ロ
に
な
る
と
決
め
プ
ロ
に
な
っ
た

意
思
の
強
さ
に
憧
れ
ま
す
。

Ｑ・
幼
い
頃
や
今
後
の
夢
や
目
標

　
を
教
え
て
く
だ
い
。

Ａ・
清
野
さ
ん

幼
い
頃
は
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選

手
に
な
る
こ
と
が
夢
で
し
た
。

今
後
の
目
標
は
理
学
療
法
士
に

な
る
こ
と
で
す
。

Ａ・
浜
さ
ん

今
後
の
目
標
は
練
習
を
重
ね
自

分
が
得
意
と
言
え
る
プ
レ
ー
を

作
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
将
来

は
保
育
士
か
介
護
福
祉
士
に
な

る
こ
と
が
夢
で
す
。

　

３
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
部
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
逆
境
を
バ

ネ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
い
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

【
館
報
編
集
委
員　

浜　

清
美
】 　

４
月
15
日
付
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
百
瀬
靖
恵
と
申
し
ま
す
。

　

緑
豊
か
な
里
山
に
囲
ま
れ
た
こ

の
地
で
、
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。少
し

で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
に
市
民
課
か
ら
寿
地
区
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
参
り
ま
し

た
柳
沢
茉
歩
と
申
し
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
寿
地

区
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

温
か
い
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
岩
崎
由
美
子

と
申
し
ま
す
。

　

主
に
窓
口
で
の
証
明
発
行
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
よ
り
寿
地
区
生
活
支
援
員

と
し
て
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

古
條
愛
と
申
し
ま
す
。

　

寿
地
区
の
皆
様
が
普
段
の
生
活

で
不
安
な
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
一
緒
に
考
え
少
し
で
も
解

決
・
緩
和
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
寿
公
民
館
】

わ
が
ま
ち
の
高
校
生

ら
い
む

ゆ
め
り

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

寿地区
地域づくりセンター
生活支援員

古條　愛

寿地区
地域づくりセンター

岩崎　由美子

寿地区
地域づくりセンター長

百瀬　靖恵

寿地区
地域づくりセンター

柳沢　茉歩


